ま全にお使いいただくために 
必ずお守りくだまい 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくた 
めに守っていただきたい事項を記載しました。正しく使用ずるために、必ずお読みになり内 
容をよく理解された上で、お使いください。なお、本紙には葬社製品だけでなく、難社製品を 
組み込んだパソコンシステム運用全般に関ずる注意事項も記載されていまず。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失•破損または、取り扱いを誤ったために 
生じた本製品の故障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。 

あらかじめご了承ください。 

■使用している表示と給記号の意味 

警告表示の意昧 


A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載していまず。この表示の注意事項を守らないと、使用者 
力巧な:または、重傷を負う可能性が想定される内容を示していまず。 

A 注意 

この表示のミ主意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考えられる内 
咎を巧していまず。 


絵記号の意昧 


A 

A は、警告•注意を促ず記号でず。 A の近くに具体的な警告内容（例：感電を意)が描か 
れていまず。 

Q 

〇に斜線は、してはいけない事項（禁止事項）を示ず記号でず。 

〇の中や近くに、具体的な禁止事項が描かれていまず。（例：®分解禁止） 

• 

参は、しなければならない行為を示ず記号でず。 

♦の近くに、具体的な指示内容（例：运プラグをコンセントから抜く）が描かれていまず。 


警告 


^ AC アダプタを傷つけたり、加工、過熱、修復しないでください。火災になったり、感電ずる 
vV 恐れがありまず。 

参設置時に、 AC アダプタを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだりしないでください。 

参重いものをのせたり、引っ張ったりしないでください。 

♦熱器具に近付けたり、過熱したりしないでください。 

参 AC アダプタを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

参極端に折り曲げないでください。 

♦ AC アダプタを接続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、 AC アダプタが傷んだら、弊社サポートセンターまたはお買い上げ販売店にご相談くださ 

い。 


® 本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

火災•感電•故障の恐れがあります。また本製品のシールやカバーを取り外した場合、修理をお断 
WPf ホ It りすることがあります。 


0 ^ 煙が出たり変な臭いや音がしたら、 AC コンセントから AC アダプタを抜いてください。 

^ そのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポート 
電源プラグをセンターまたは、お買い求めの販売店にご相談ください。 

抜く 


A 本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。与えてしまった場合は、ずぐ 
^ に AC アダプタを抜いてください。 

電源プラグをそのまま使用を続けると、シヨートして火災になったり、感電する恐れがあります。弊社サポート 
抜〈 センターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 


AC 100 V (50/60 Hz ) 仪外の AC コンセントには、絶対にプラグを差し込まないでくださ 

い 0 

海外などで異なる電圧で使用すると、シヨートしたり、発煙、火災の恐れがあります。 


O AC アダプタは、 AC コンセントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全のまま使用すると、シヨートや発熱の原因となり、火災や感電の恐れがありま 
強制 す。 


O AC アダプタは必ず本製品付属のものをお使いください。 

本製品付属が外の AC アダプタをご使用になると、電圧や端子の極性が異なることがあるため、発 
強制 煙、発火の恐れがあります。 


A 液体や異物などが内部に入ったら、 AC コンセントからプラグを抜いてください。 

^ そのまま使用を続けると、ショートして火災になったり感電する恐れがあります。 

電源プラグを弊社サポートセンターまたはお買い求めの販売店にご相談ください。 


風呂場など、水分や湿気の多い場所では、本製品を使用しないでください。 

火災になったり、感電する恐れがあります。 

水場での 
使用禁止 


A 電源製品の内部やケーブル、コネクタ類に小さなお子様の手が届かないよラに機器を配置 
^ してください。 

電源プラグをけがをする危険があります。 

抜く 


A を意 


^ AC アダプタが AC コンセントに接続されているときには、濡れた手で本製品に触らないで 
じソくださぃ。 

感電の原因となります。 


〇 静電気による破損を防ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属（ドアノブやアルミサッシ 
など）に手を触れて、身体の静電気を取り除くようにしてください。 

強制 体などからの静電気は、本製品を破損させる恐れがあります。 


^ 次の場所には設置しないでください。 

じゾ感電、火災の原因になったり、製品に悪影響を及ぼずことがありまず。 

ホ4 ♦強い磁界が発生するところ(故障の原因となります） 

参静電気が発生するところ(故障の原因となります） 

参震動が発生するところ（けが、故障、破損の原因となります） 

♦平らでないところ(転倒したり、落下して、けがの原因となります） 

♦直射日光が当たるところ(故障や変形の原因となります） 

参火気の周辺、または熱気がこもるところ做障や変形の原因となります） 

参漏電の危険があるところ(故障や感電の原因となります） 

参漏水の危険があるところ(故障や感電の原因となります） 


〇 本製品を廃棄ずるとき肤地方自治体の条例に従ってください。 

条例の内容については、地方自治体にお問い合わせください。 

強制 


無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するご注意 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを使用する代わりに、電波を利用してパソコン等と無線アクセスポイン 
卜間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利 
点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁等）を越えてすべての場所に届くため、セキュリティ 
に関する設定を行っていない場合、通信内容を盗み見られる/不正に侵入されるなどの可能性があり 
ます。 

本紙の手順に従って、セキュリティ設定をおこなった状態で、本製品をお使いください。 

また、 「 AirStation 設定ガイド」の「無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュリティに関するごを意」も 
あわせてお読みください。 


お Ba い合わせ-修理窓口 


お問い合わせ、修理については、の順にてお願い致します。 

マニュアル、オンラインガイドにて設定内容-トラブルシューティングを 
ご確認ください。 


2蝶社ホームページにて最新 Q & A 情報、最新ドライバ.ファームウェアを 
ご確認ください。 


インターネツ 


製品情報 buffalo.jp 
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3上記で改善しない場ちは、次の窓□にお問い合わせください。 
バッファ □ —ヴポートセンター 


お問合せの際は、「必要な情報」③〜⑦をあらかじめご確認くださし、。 


電話でのおい合わせ巧 


※電話番号のお掛け間違いがないようごま意ください。 


【電話窓□】 

電話番号（東京）第ーセンター 03-日78 1-743 日 
電話番号（東京）第ニセンター03-已3日已 -3 102 
電話番号（名古屋） 〇已2-日1日-182己 


月〜金9:30〜19:00 ±9:30〜18:00 
月〜金日:30〜19:00 ± 9:30-18:00 
月〜金（祝日除く）日:30〜17:00 


【有料電話窓□】 電言舌番号03-已78 1-7 目19 3日已日9:30〜21:00 
• 対象製品弊社ネットワーク製品(法人向け製品を除 <) 

• 費用： 2，100円/案件(税抜2,000円） 

•ミ仏方法：クレジットカード ( UFJ ニコス、 VISA 、 MASTER 、 JCB 、 アメリカン•エキスプレス、ダイナース) 


手紙でのおい合わせ巧 


住所干4已7 -8 已70名古屋市南区豊田3 -3 — 已 


4修理は下へご依頼ください。 ※修理に送5れる際、齊社への事前連絡は不要です。 

バッファ □ —修理センター 


保証書について 
修理 web 予約 


送付先住所 


電話番号 


修理送付前に本製品添付の保証書記載の保証契約約款をよくお読み下さい。 

弊社ホームページより修理の web 予約、受付けた修理品の状況確認が可能です。 
http :// buffalo . jp / shuri / 

干4己7— 吕己70愛な]！青、名古屋市南区豊田3 — 3— 已 
株式会社ノ くッファ □ 一修理センター受付宛 

052-698-7330 ※ご依頼の修理品に関するお問合せのみ承っております。 

月〜金（祝日を除く） 日:30〜12:00 13:00〜17:00 


送付いただ<物 

【注意事項】 


本製品、本製品付属品、保証書（原本）、修理票 (*) 

* 修理票は弊社ホームページよりダウン□ー ド可能です。修理票を添付できない場合は、 
な下「必要な情報」を記載した資料を製品と一緒にお送りください。 


※発送は宅配便等控えが残る方法にてお送りください。控えが残らない郵送は固くお断りします。 

※修理依頼時の送料は、送りま様の負担とさせていたださます。なお、輸送中の事故においては、解社は責任を負いかねます。 
輸送会社に保証していただくなどの措置をお取りください。 

※八ードディスク、フラッシュメモリ等の記憶装置内のデータは保証でさませんので、修理に送付される前に予めお客様にて 
バックアップをとっていただきますようお願いしまず。 

《 AirStation 、 BroadStation . LinkStation . TeraStation は、修理の際に出荷時の状態に戻す為、設定内容（接続ユーヴ名/ 
パスワード/無線暗号キー ( WEP ) 等）を消去します。 

修理完了後、再度設定が必要となりますので、ご送付前に必ず設定内容を控えてください。 

※修理期間は、製品の到着後1□曰程度（鮮社営業曰数）を予定しております。 


5ューザ登録について 

辭社ホームぺージ （ https :// online . buffalo . jp /) でユーザ登録び可能です。 


※ユーザ登録された方には、興社製品に関する情報をお届けします。 


が要な情報 


①返送先（氏名-住所-電話番号(内線い FAX 番号) 
③平曰昼間の連絡先 

(氏名-住所-電話番号(内線い FAX 番号） 

③ バッファ□一製品名 

④ バッファ □ 一製品のシリアルナンバー 


⑥具体的な症状/エラーメッセージ 

⑥ 発生状況（初めから-ある曰突然等）、 

発生頻度（必ず、時々、時間が経つと等） 

⑦ ご使用環境(パソ]ン機種名 、 OSCWindows XP 等)、周辺機器) 
⑨製品 m がの添付品 ( AC アダプタ、ケーブルなど） 


※受付時間や電話番号などは、変更されることびあります。最新の内容は、製社ホームページでご確認ください。 
《This product supports only Japanese language . 

Technical and customer support is limited to Japan only . 

This product supports Japanese language Operating Systems ONLY . 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁 
じられております。 

■ BUFFALO ™、 AirStation ™、 AOSS ™ は、株式会社バッファローの商標です。本書に記載されている他社製品名 
は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、◎、⑩などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、 
現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがありましたら、 
お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いください。万一、一般 0 A 機器が外として使用された 
ことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しない 

マ、/がさし、 

-一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときはご使用になる 
システムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでくださ 
し、。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、 
曰本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、を意事項として記載され 
た取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失-破損した場合に 
ついては、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用 
するものである場合は、本書に記載されたを意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップ 
を作成してください。お客様が、本書のを意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、デー 
夕を消失-破棄に伴う損善が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承 
ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損善賠債責任は、弊社に故意または重大な過失があった 
場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無債にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交 
換致しますが、当該瑕疵に基づく損青賠債の責に任じません。 
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WHR-AMG54/U 
7ニユアル 


らくらく！セツトアツプシ—卜 


このたびは、 Airs ね tion ™ をご利用いただき、誠にありがとうございまず。本製品を正しく使用ずるために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 




ットアップしよラ 



箱に入っているものを確認しよラ 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□ WHR - AMG 54( 親機) . 1個 □ WLI - U 2- KAMG 54. 1個 



BUFFALO 




□AirNavigator CD .1 枚 


□ AC アダプタ .1 個 

□アンテナ . 1個 

□縦置き用スタンド . 1個 

□ LAN ケーブル(ストレート） . 1本 

□ら<ら<! 

セットアップシート(本紙) . 1枚 




□ USB 延長ケーブル . 1本 

□ち害サイ h ブロックサービスご利用ガイド 
. 1冊 

□無線 LAN 設定サービス申込書 . 1枚 


※本製品は、本紙によってセットアップができるため、冊子のマニュアルは添付しておりません。本 
紙よりも詳細な情報が必要な場合は 、 AirNavigator CD 内の 「 AirStation 設定ガイド」を参照して 
ください。 

※本製品の保証書は、外箱に印刷されています。修理の際は保証書を切り取ってお使いください。 
※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してください。 

※本製品は、 GPL の適用ソフトウェアを使用しており、これらのソースコードの入手、改変、再配布の 
権利があります。詳細は、添付 CD - ROM 内の 「 gpl . txt 」 をご覧ください。 




AirStation (親機)を接続しよう 


AirStation (親機）をお使いになる前に、モデムにパソコンを直結してインターネットに 
接続していた場合は、配線をおこなう前にモデムの電源を30分程度 OFF にしてください。 
Windows 2000 /98 SE をお使いの場合は、 Internet Explorer 5.5 が降がインストールされ 
ている必要があります。インス!ルされていない場合は、作業をはじめる前に[スタート] 
- [Windows Upda お]を選択して、 InternetExplorer をバージョンアップしてください。 



Airs ね tion (親機）を縦置きに して 設置ずる 
場合は、縦置きスタンドを取り付けまず。 


© AirStation 爛機）に付属の 
アンテナを取り付けまず。 


AirStation (親機)の WAN ポートとモデム 
を付属の LAN ケーブルで接続しまず。 


モデム 




モデムの電源を ON にしまず。 


有線(ケーブル)接続の場合は、パソコンと AirStation を 
LAN ケーブル(別売)で接続してください。 


付属の AC アダプタを接続しまず。 


© AC アダプタを家庭用コンセント 
に差し込みまず。 


WAN ランプ 


〇 POWER ランプと DIAG 
ランプが点灯しまず。 
POWER 



〇 WAN ランプが点灯（ま 
たは点滅）しまず。 


DIAG 


© 数秒して WIRELESS g ランプ 
が点灯した後、数十秒で DIAG ラ 
ンプが完全に消灯しまず。 


無線接続の場合は、ステップ 3 へ#^ 
有線(ケーブル)お続の場合は、ステップ 5 へ^ 


1 ) 



無線アダプタ(子機)を取り付けよラ 


ドライバをインストールして、無線アダプタ（子機）をパソコンに取り付けます。 

• WU - U 2- KAMG 54 など AOSS ™ にが応している兜社製無線アダプタ(子機)をお使いの場合は： 

下の手順にしたがってインス!ルしてください。 

• A 0 SS にが応していない鮮社製無線アダプタ(子機)をお使いの場合は： 

無線 LAN 内蔵パソコンをお使いの場合は： 

他社製無線アダプタ(子機)をお使いの場合は： 

ステップ3およびステップ4をおこなう必要はありません。パソコン/無線アダプタ（子機)のマニュ 
アルを参照して無線機能を有効にし 、 AirStation (親機）に接続してください。 

AirStation に接続した後は、「ステップ日インターネットに接続しよう」へ進んでください。 
XAirNavigatorCD 内 「 AirStation 設定ガイド」の「無線内蔵パソコンから接続したい」を参照し 
てください。 


— AirStation (親 機) の出荷時設定- 

SSID に SSID ): 親機の左側面カバー内に記載されている SSID 初期値 
暗号化キー： 設定なし 

※親機の A 0 SS ランプが点灯しているときは、暗号化キーが設定されています。設定されている暗 
号化キーは、 AirNavigatorCD 内 「 AirStation 設定ガイド」の「設定を確認したい」を参照して、確 
認してください。 


まだ巧り付けないでくだまい 


無線アダプタ（子機）は、下記手順©の取り付け指示があるまで、取り付けないでください。 

先に取り付けると、「新しい八ードウエアの検出ウィザード」が表示されます。その場合は、[キャンセル]をク 
リックして、無線アダプタ(子機)を取り外してください。 


パソコンを起動しまず。 

添付の CD-ROM (AirNavigator CD ) をパソコンにセツトしまず。 
しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 



インストーラが起動しまずので、[次へ]をクリックしまず。 

使用許諾契約を読み、同意できる場合は[同意ずる]を選択して、[次へ]を 
クリックしまず。 

「製品を取り付けてください。 J と表示されまずので、無線アダプタ（子機） 
をパソコンに取り付けまず。 


製品を恥 J 巧けてください。 

梨品を巧り怖サこら、そのまましばらくお待ちください。 

※靴社殺お捕 LAN アタづ夕 W かをごほ巧の巧さは、 
「キヤン t ル」ボタンぞクリックしてが了してミださい。 


I —— IP キサンた儿 i 


「インス! -- ルが完了しました J と表示されたら、院了]をクリックしま 
ず。 


お使いの環境によって、パソコンの再起動を要求ずる画面が表示されることがあ 
りまず。この場合は、パソコンを再起動してから手順8へ進んでください。 


[ tTl 自動的に Client Manager 2( クライアントマネー ジャ 2) のインス! 
t ル画面が表示されまずので、 [ OK ] をクリックしまず。 

^使用許諾契約を読み、同意できる場合は[同意]をクリックしまず。 


[次へ]をクリックしまず。 

インス!-ール先を変更する場合は、[参照]をクリックして変更してください。 


Client Manager 2 のイストールが売了しました。 


[ OK ] をクリックしまず。 


次ページへつづく 

















































































































































































































無線アダプタ(子機)を設定しよラ 

AOSS 機能を使って、無線アダプタ（子徽を AirStation 襯機）に無線で接続します。 


AirStation (親機)の近くで設定してください 


セキュリティを確保するため、無線アダプタ（子機)設定時は、電波が一時的に弱くなります。近くに障 
害物などがあると、 AirStation (親機）に接続できない場合がありますので、設定は AirStation (親機） 
の近くでおこなってください。 （50cm が内） 

パソコンを親機の近くに移動できないときは、本紙「困ったときは」 （P.2) の「参 AirS ね tion (親機）と無 
線アダプタ（子機)力 《 A0SS で無線接続できない場合」を参照してください。 


XA0SS(AirStation One-Touch Secure System) は、これまで暗号化キーの設定や入力で煩雑だ 
つた無線 LAN の接続設定を飛躍的に簡単にする新技術です。これを用いることで、ワンタッチでセ 
キユアな無線 LAN ネットワークに接続できます。 A0SS の詳細な内容および弊社製無線アダプタ（子 
機)の A0SS 対応状況は、弊社ホームぺージ (buffalo.jp) を参照してください。 




Client Manage「2( クライアントマネー 
ジヤ 2) のインス!-ールが完了すると、左 
の画面が表示されます。 


「A0SS で接続ずる J をクリックしまず。 



①上記の画面が表示されていないときは、画面右下のタスクトレイにある 
W アイコンをちクリックして、「プロファイルを表示ずる J を選択しまず。 



右クリック 「プロフアイルを表示ずる J を選択 

② 「 AOSSj ボタンをクリックしまず。 

V_ J 



XA0SS ボタンは、 AirS ね tion の電源を 
入れた状態で}甲してください。 


「AirStation のセキュア接続スイッチを 
押してください。 J と表示されまず。 

1 A0SS ランプが2回点滅ずるまで(約 


3秒間)、 A0SS ボタンを押しまず。 



2 A0SS ランプが2回点滅しまず。 


H 自動的に AirStation が検索されて、接続 

— 設定がおこなわれます。 


おお情報- 

設定情報を更新し。、ます。しばらくわ待ちください。 


設定更新や 



- 「A0SS モードのアクセスポイントが見つかりませんでした J と表示されたときは、[終了] 

をクリックした後、右の「困ったときは J の ''•AirStation (親機）と無線アダプタ（子機)が 
A0SS で無線接続できない場合 J を参照してください。 

-エラーメッセージが表示されたときは、 AirNavigatorCD 内 「AirS ね tion 設定ガイド j の 
「Client Manager2( クライアントマネージャ 2) の使い方 J を参照してください。 

^- - -/ 




接続が完了すると、 「AirStation との接 
続を完了しました J と表示されまず。 


A0SS ランプが2回点滅状態一点灯 
状態に変わりまず。 



くく これで AirStation との接続は完了しました> > 



AirStation (親機）に正しく接続されなかった場合、 AirStation (親機)の A0SS ランプが2回 
点滅から点滅に変わりまず。その場合は、再度手順〇からおこなってください。 

_ J 


BUFFALO 


AirStation 

Client Mon < i 0 «r 



自動的に画面が切り替わりまず。 

「ステータス J に接続中と表示されまず。 





インターネツトに接続しよラ 


パソコンでブラウザ (Internet Explorer など）を起動して、インターネットに接続します。 


’プロバイダから配布される PPPoE 接続ツール（フレッツ接続ツールなど）をパソコンにインストー 
ルしている場合は、アンインス 卜ールしてください。 AirStation を使ってインターネットに接続す 
る場合、 PPPoE 接続ツールは必要ありません。 

’ Windows XP をお使いの方で、「広帯域接続」または「ネットワークブリッジ」をインストールしてい 
る場合は、削除してくださし、。（[スタート]—[コントロールパネル]—[ネットワークとインターネ 
ット接続]一[ネットワーク接続]を開き確認してください。） 


Internet Explorer を起動して、「アドレス j 欄にご覧になりたいアドレスを入力 
し未ず。例： http://www.airstation.com/ 
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ホームページが表示されまず。 


192.168 .11.1 に巧房 

回囚 


夕 


ユーザー名とパスワードの入力画面が表示された場合 

インターネット回線がフレッツなど PPPoE 接続の場合は、初回のみユーザー名とパス 
ワードの入力画面が表示されます。 

ユーザー名とパスワードの入力画面が表示 
されますので、 

「ユーザー名」欄一 root (ノ」、文き） 

「パスワード」欄一空欄 
として、 [0K] をクリックします。 


プロバイダの資料（プロバイダ登録通知書） 
にしたがって、各項目を入力して、[進む]を 
クリックします。 
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「接続成功です」と表示されたら、接続完了で 
す。 

[閉じる]をクリックして、ブラウザを閉じた 
後、再度ブラウザを起動して、インターネッ 
卜(し按続してくたさい。 


一度、ブラウザを閉じないと、正しくイン 
ターネットに接続できません。 



たとまは 


1 


AirS ね tion 設定ガイド^ i の「困ったときは j を参照してください 

画面•イラストを使ったわかりやすい解決策力 《 記載してあります。 


• Airs ね tion (親機)と無線アダプタ(子機)が A 0 SS で無線接続できない場合 

与 AirStation (親機）と無線アダプタ（子機）を近づけてから （50cm が内）、 A0SS ボタンをク 
リックしてください。 

※デスクトップパソコンをお使いの場合などで、無線アダプタを AirStation (親機）に近づ 
けることができないときは、下記の手順で接続をおこなってください。 

1 . AirStation (親機）を AC アダプタごと一時的にモデムから取り外します。 

2. パソコンの近くに AirStation (親機）を設置し、「ステップ4無線アダプタ（子徽を設 
定しよラ」をおこなってください。 

3. A0SS での接続が完了したら、 AirStation (親機）をもとの位置に戻し、モデムと接続し 
なおしてください。 

与> パソコンにセキュリティソフトなどがインストールされている場合は、ファイアウォール 
機能を無効にしていただく力、、アンインストールしてくださし、。各セキュリティソフトの 
設定に関しては、ソフトウェアメーカーにご確認ください。 


与付属 CD-ROM「AirNaviaator CD」 から「無線ドライバの削除」を実行して無線アダプタ斤 
機）のドライバを一旦削除した後、「ステップ3無線アダプタ（子機）を取り付けよう」を再 
度おこなってください。 

与 AirStation (親機）の電源を入れなおしてください。 

※八じアダプタは、 AirStation (親機)の DC コネクタに奥までしっかりと差し込んでくださし、。 

与 AirStation (親機）の無線チャンネルを変更してください。 

有線 LAN ポートを搭載したパソコンから、下記の手順、で無線チャンネルを変更してください。 

1. 添付の LAN ケーブルで Ai「Station (親機）とパソコンを接続します。 

2. 左の「設定画面を表示するには」を参照して、設定画面を表示します。 

3. 職能設定]-[無織欄にある「無線チャンネルを変更する」をクリックします。 

4. 変更する無線規格を選択し、無線チャンネルを変更して、[設定]ボタンをクリックします。 
(802.1Ig を変更するときは、「1チヤンネル」/「3チヤンネル」/「6チヤンネル」/「13チヤンネ 
ル」など） 

5. 設定後、無線パソコン（子機）から AirStation (親機）に接続できることを確認します。 

※詳細な手順は、 「AirStation 設定ガイド^ i 」の中の「無線機能の設定を変更したい」一 「WHR- 

AMG 日4」一「パソコンをグループ分けする（無線チヤンネルの設定)」を参照してください。 


ステップ5へつづく 


( 2 ) 


右上へつづく 


各部の名称とはたらき 


AirStation の各部の名称とはたらきを説明しまず。 
■ AirStation (WHR-AMG 54 :親機） ) 
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• AOSS で無線接続している環境に、 AOSS にが応していない無線アダプタを接続ずる場合 

く A 0 SS を使用せずに接続ずる方法> 

与 「AirStation 設定ガイド※ i 」の中の「困ったときは」一 「A0SS 非対応の無線 LAN 力ードで 
A0SS 接続しているエアステーションに接続する方法」で表示される内容を参照して、接 
続してください。 

♦ PC 力ード接続の CD - ROM ドライブをお使いの場合 

与 PC 力ードスロットが一つだけのパソコンでは、 CD-ROM ドライブと無線アダプタを同時 
に使用できません。 「AirNaviaator CD」 内のファイルを八ードディスクにコピーしてから 
セットアップをおこなってください。 

《 「AirStation 設定ガイド※ i 」の中の「困ったときは」一「無線アダプタで困ったとき」^「無 
線アダプタと CD-ROM ドライブが同時に使用できないときは」を参照してください。 

XI下記の 「AirStation 設定ガイドの読み方」を参照。 


設定画面を表示ずるには 


さらに細かな設定をおこなう場合は、設定画面からおこないます。が下の手順で AirStation (親 
機）の設定画面を表示してください。 

《 Windows NT 4.0からは、 AirStation (親機）の設定はできません。 

AirNavigator CD をパソコンにセットしまず。 

しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 

「エアステーション設定 J を選択して、[実行]をクリックしまず。 

お使いの無線アダプタ（ネットワークアダプタ）を選択して、[次へ]をクリックし 
まず。 

ユーザー名とパスワードの入力画面が表示されまずので、 

「ユーザー名 J 欄一 root (ル文字） 

「パスワード」欄一空欄 
として、 [0K] をクリックしまず。 

設定画面が表示されまず。 


AirStation 設定ガイドの読み方 


設定で困ったときや、さらに細かな設定をする場合は、が下の手順で 「AirStation 設定ガイド」 
を参照してください。 

AirNavigator CD をパソコンにセットしまず。 

しばらくずると、 AirNavigator が起動しまず。 

[マニュアルを読む]を選択し、[実行]をクリックしまず。 

r0 「マニュアルをインス!-ールしてから読みまずか？ J と表示されまずので、[はい] 

^ をクリックしてくださし、。 

「Airs ね tion 設定ガイド j が表示されまずので、ご覧になりたい項目をクリックし 
てください。 

※再度、お読みになる場合は、デスクトップ上の 「AirStation 設定ガイド」アイコンをダブル 
クリックしてください。 


主な仕様/出荷時設定値 


•主な仕様 

データ転送速度(有線） 
ポート数(有線） 

消費電力 

動作温度/動作湿度 
外形寸法 

•主な出荷時設定 


10/1 00Mbps (自動認識） 

LAN： 4ポート （AUT0-MDIX 対応） 
WAN :1ポート （AUT0-MDIX 対応） 

最大 4.3W 

〇〜40で/10-85% (結露なきこと） 

28 (W)x 130(H) X 144(D) mm 
※縦置きスタンド/アンテナ/ゴム足を除く 


項目 

出荷時設定 

WAN 設定 

IP アドレス取得方法 

インターネツト@スタートを行ラ 

LAN 設定 

LAN 彻 jlP アドレス 

く J レータモード日寺 > 1 92.168.11.1 (255.255.255.0) 

く ブリツジモード時> 1 92.168.11.1 00に55.255 .255.0) 

DHCP サーバ機能 
くルータモード時> 

使用ホる 

割り当て IP アドレス ：1 92.1 68.11 .2 から64台 

デフォルトゲートウエイ： AirStation の LAN 側 IP アドレス 

DNS サーバの通知 ： AirStation の LAN 側 IP アドレス 

ネットワーク設定 

パケットフイルタ 

IDENT の要求を拒否ずる、 WAN 側からの PING に応答しない 

無線設定 

SSID 

エアステーシヨンの MAC アドレスを 設定 

無線 チヤンネル 

自動 り EEE 802.11 g ) 

フレームバースト 

フレームバースト EX 

呂02.1 Ig プロテクション 

ON 

管理設定 

管理ューザ名•パスワード 

root /設定なし 


本製品の製品仕様および製品概要については、 「AirStation 設定ガイド」を参照してください。 
すべての出荷時設定値は、 AirStation 設定ガイドの「機能一覧」に記載されています。 


① POWER ランプ(緑） 点灯: AC アダプタ接続時 消灯: AC アダプタ未接続時 

② WIRELESS ランプ(緑） 点灯:無線 LAN 動作時 点滅:無線 LAN 通信時 

a ランプ .IEEE 802 .1la 無線の状態を示します。 （5.2GHz) 

g ランプ . 忙 EE802.11g 無線の状態を示します。 （Z4GHZ) 

③ BRIDGE ランプ(緑） 点灯：ブリツジモード動作時消灯:ルータモード動作時 

④ DIAG ランプ(ホ） 点滅回数により AirStation 爛徽の状態を示します。 

《親機の電源を投入した際にも、しばらく点灯します。 


—度、 AC アダプタをコンセントからないて、しばらくしてから再度差し込んでください。再び 
ランプが点滅している場合は、弊社修理センター宛てに AirStation をお送りください。 

X2 ファームウェア更新中と設定保存中は、絶対に AC アダプタをコンセントからあかないでください。 

パソコン/八ブを接続します。 

1 0M/1 00 M 対応スイッチング八ブです。 

点灯:各 LAN ポートのリンク時点滅:各 LAN ポートの通信時 

モデムを接続します。1 0M/1 00 M 対応です。 

点灯: WAN ポートリンク時点滅: WAN ポート通信時 
※ブリッジモード時は、 LAN ポートと合わせて日ポートのスイッ 
チング八ブとして使用できます。 

付属の AC アダプタを接続します。 

点灯 ：セキュリティキー交換処理に成功 (A0SS 成巧） 

2回点滅:セキュリティキー交換処理を行える状態 (A0SS 待機中) 
点滅 ：セキュリティキー交換処理に失敗 (A0SS 失敗） 

AirStation の電源を入れた状態で、前面パネルにある A0SS ランプ 
が点滅するまで(約3秒間）スイッチを押すと、 AirStation 力《セキュ 
リティキー交換処理を行える状態 (A0SS 動作状態）になります。 

付属のアンテナを接続します。 

AirStation の動作モードを切り替えます。 

AUTO : PPPoE/DHCP クライアント自動切替(ルータモード） 
BRI . :ブリッジモード 

AirStation の電源を入れた状態で、 DIAG ランプが点灯するまで(約 
3秒間）スイッチを押し続けると、 AirStation が初期化されます。 

AirStation の出荷時設定値 (SSID や IP アドレスなど）が記載され 
ています。 


⑤ LAN ポート/ランプ(緑） 

⑥ WAN ポート/ランプ(緑） 

⑦ DC コネクタ 

⑨ A0SS ランプけ登） 

③ A0SS ボタン 

⑩ アンテナコネクタ 

⑩動作モード切替スイッチ 

⑩設定初期化スイッチ 
⑩出荷時設定一覧 


無線アダプタ (WU-U2-KAMG54: 子機）） 
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キャップ 


ACT ランプ 


ACT ランプ(緑） 

ゆっくり点滅： AirStation 未接続時 
AirStation 接続時 
AirStation 検索時 
点滅 ：通信中 



点灯状態 

内容 

状 態 

1回点滅※1 

RAM 異常 

内部メモリの読み書きができません。 

2回点滅※1 

フラッシュ ROM 異常 

フラッシュメモリの読み書きができません。 

3回点滅XI 

有線 LAN 異常 

有線 LAN コントローラが故障しています。 

4回点滅※1 

無線 LAN 異常 

無線 LAN コントローラが故障しています。 

日回点滅 

IP アドレス設定異常 

WAN ポートと LAN ポートのネットワークアドレスが同 
じのため通信できません。 AirStation (親機）の LAN 侧 P 
アドレスの設定を変更してください。 

9回点滅XI 

上記が外の異常 


連続点滅 

ファームウェア更新中 
設定保存中 

ファームウエアを更新しています。 

設定を保存しています。 


ち側面 



( 3 ) 








































































































































































































































































































































